
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 水利工学研究領域 基幹施設水理担当 

水膜振動による低周波騒音の低減対策工 

 高さ2m程度の比較的低落差の越流堰において，越流水深10cm以下の小規模な落水により発

生する，水膜振動による低周波騒音を低減する対策工を開発しました。この対策工は，人体が

感じやすい低周波騒音の音圧レベルを約20dB低減できます。 

対策工の 

概略図 

 都市化、混住化により，今日では農業水路の周辺に住

宅が建設されることも珍しくありません。 

 越流堰や落差工などの周辺では，水膜振動による低周

波騒音の発生が古くから知られています。 

 比較的低落差の越流堰で，越流水深が小さな水理条件

に対しては，低周波騒音の実態把握や対策の検討は十

分とは言えません。 

研究のポイント 

 越流水を複数の水流の束として，水膜を発生

させない対策工です。 

 越流部の下流に取り付けることで，越流部の

機能や越流係数に影響を与えません。 

 設置基数を任意に設定でき，既存の堰でも後

付で容易に設置が可能です。 

 越流堰の水膜振動に起因する低周波騒音の低減には，

幅25cm程度の樋型対策工の設置が効果的です。 

 騒音がもっとも顕著になる越流水深4cmのとき，100Hz

以下の低周波領域を含む音圧レベルのピークを，大き

く低下させることができます。 

研究の背景 

対策工の特徴 

模型実験による検証結果 

現地実証試験の様子 

農業水路に隣接する住宅地 

模型実験による騒音パワースペクトル 
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水膜振動の影響範囲 
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